松沢地区意見交換概要

　日時　平成24年7月5日　19：30～

　場所　松沢公民館

　出席　47人

問　現在、能越自動車道の小矢部ジャンクションと福岡に料金所があるが、非常に短い区間に２箇所あり中型だと500円かかる。また、路面状況が悪いので補修してほしい。

答　料金所については、重点要望の中でも要望している。能越自動車道は県の道路公社が管理しているが、債務の関係から受益者負担とせざるを得ず、無料化は難しいとのこと。路面状況の改善については、道路公社に伝えたい。

問　地球温暖化防止の環境づくりというのは具体的にどんなことをしているのか。

答　一番に取り組んでいるのは照明のLED化。庁内はもちろん街灯も順次進めている。遮熱性の塗装フィルムをガラスに張り、冷房電力の節減にも努めている。ペレットストーブの導入でCO2の削減にも取り組んでいる。

問　並行在来線が第3セクターで運営されるが、大谷校下での新駅設置に関しては、市ではどう考えているのか。

答　新駅に関しては、議論が始まったばかりでこれからだと思う。ただ、データーが示された7案の中でも地崎地区は採算性が低く設置は厳しいと捉えられている。将来的に乗降客が増える要素があれば変わってくる可能性はある。

問　津沢の変則5差路の交差点が、非常に曲がりにくい。改良の予定はないのか。

答　国道471と359の変則路で、たびたび事故が起こっており国にも直接要望している。

問　野寺の交差点から和沢の交差点まで歩道が全然ない。車が歩行者に突っ込んだという事故が全国で起こっており、早急な対応が必要と考える。

答　ずっと要望してきて、今年度ようやく調査予算がついた。調査が終了すれば整備スケジュールが見えてくる。

問　3月くらいにおきた強風でトタン屋根が近所で飛んだ。人が住んでおらず、行政指導できないか市役所で相談したが、個人の所有物である以上難しいとの返事。何らかの対応はできないのか。

答　個人の財産には、なかなか行政は関与できないという現状がある。小矢部市に限った問題ではないので関係機関に対応を訴えていきたい。

問　不燃物の収集に集まったものをどこかの業者が勝手に持っていく。不燃物は市の財産になるはずだが、排除する取り組みをしているのか。

答　ごみの持ち去りについては、今はじめて聞いたので、実情を調べたい。

問　松沢の公民館の駐車場が狭い。いい地面があれば用意してほしい。

答　要望書が提出されれば検討することになる。ただし、適地があるかが問題。

問　クロスランドおやべ施設整備等事業予算の3000万円は、第九の合唱とかクラシックカーフェスティバル等の事業費も含むのか。

答　各イベントの事業費も含む。

問　現在の小矢部市における企業誘致の状況を聞きたい。

答　こういう経済状況なのでなかなかいい返事はもらえていない。ただ、いくつか進出していただいた企業もあり、今後も粘り強く頑張っていく。

問　若い人に来てもらうには学校がないと駄目だ。いきなり大学を作れといっても無理だろうから、園芸高校を拡充して、若い人だけでなく退職した人も勉強できるよう県へ要望してはどうか。

答　これから少子化が進む中で学校誘致というのは非常に厳しい。園芸高校の拡充は、強く要望しており、将来的に生涯教育の場として生かしてはとの識者の意見もある。

問　アートハウスについて、富山市のガラス工房のような体験型の施設にしてはどうか。

答　参考にする。
